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する)と乙れらに対してブタジエン，イソプレン，2，3ージメチルプタジエ ン， スチレン，0ーメ トキシ
スチレンおよび Pーメ トキシスチレン (ζれらを M，とする)を巡ぴ，M，と M，のそれぞれの組合









た。 また M2 が単独で重合しないことを利用して反応の解析を行い， モノマ一反応性比引を求め
た。れはいずれも約-0.2であった。
一方炭化水素溶媒中 n-ブチノレリチウムを触媒とした時にはプタジエン， イソプレンの反応性が圧

















4. 1，1-ジフェニノレエチレンと oー メトキシスチレンおよび ρー メトキシスチレンとの共重合
0-および ρー メトキシスチレン共に THF中では交互共重合体を与え， ρー メトキシスチレンとの交














よび ρー メトキシスチレンのようなモノマー (M1) とのアニオン共重合反応を詳細に研究した。
これらの共重合は多くの場合に交互共重合体を与えるが，それら自身が新しい型の高分子化合物で
ある。乙れらの生成条件を明らかにする一方 M2が単独では重合しない性質を巧みに利用して，共








さらに ρー メトキシスチレンと1， 1ージブェニjレエチレンの共重合で結晶性の交互共重合体がえられて
いるが新しい立体規則性高分子として価値高いものと考えられる。
以上，本研究はアニオン重合の分野で多くの新しい知見を加えただけでなく，いくつかの特徴ある
開拓的な成果により高分子化学に寄与すると乙ろ大きく，理学博士の学位論文として十分価値あるも
のと認める O
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